
卒
論
の

Mm
制
を
訓
刷
出
刷
に
捧
げ
回
目
ω
仰
に
謝
す

卒
論
の
原
稿
を
租
廟
に
捧
げ
恩
師
に
謝
す

烏
兎
勿
キ
三
ヶ
年
、
光
陰
は
矢
の
如
し
、
幾
年
比
の
方
惚
れ
し
霊
山
身

延
に
笈
を
負
ひ
、
大
上
人
の
膝
下
、
朝
に
タ
に
隼
き
聖
歌
を
事
ぷ
乙
と
二

年
有
字
、
卒
業
の
日
も
間
近
に
迫
れ

p
o

願
れ
ば
入
撃
の
そ
の
日
よ
り
諸
問
先
生
の
御
議
議
の
御
懇
切
な
る
、
難
解

の
備
書
を
一
句
一
旬
詳
説
し
て
初
心
の
否
等
を
し
て
湿
解
せ
ず
ん
ば
止
ま

ざ
ら
し
め
給
へ

p

．

法
華
経
史
の
講
訟
に
至
り
で
は
出
聞
く
印
度
、
支
那
、
日
本
仰
教
の
思
想

設
展
の
経
過
を
略
越
し
、
山
市
砲
の
議
長
本
側
観
に
到
る
本
副
賞
法
門
後
展
史

を
説
明
し
、
そ
の
本
化
別
頭
な
る
所
以
を
一
不
し
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
玉
へ

り
。
感
昨
日
瓦
延
の
目
的
は
淫
し
た
り
と
言
ふ
べ
し
、
諸
先
生
の
洪
恩
は
生
涯

忘
れ
符
ざ
る
所
な
り
。

叫

mu
延
前
、
有
せ
し
疑
惑
、
遠
圭
帯
の
体
は
理
か
事
か
。
今
法
準
経
史
に
よ

H
て
符
た
る
了
解
を
轡
せ
ば
、
大
上
人
の
本
側
観
は
、
貨
に
天
台
の
別
在

報
身
論
、
即
謹
体
の
用
た
る
五
百
塵
点
修
凶
感
化
の
報
身
怖
を
瀬
本
し
て

国
民
言
の
本
有
阿
字
、
肇
殿
一
乗
、
中
占
天
台
の
本
質
本
有
九
花
心
玉
に
帰

し
た
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
宇
宙
本
有
の
力
用
は
帝
が
て
五
百
盛
点
修
凶

感
化
の
貸
在
仰
を
産
み
出
し
た
る
も
の
な
り
。
即
、
起
債
論
の
「
本
魔
の

故
に
不
由
貿
あ

P
、
不
且
耳
の
故
に
始
且
耳
る

p
」
の
語
に
由
来
す
る
始
却
本
の

、i
 
’F 

林

皐
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l
 

l
 

本
副
賞
法
門
に
し
て
、
出
扇
風
の
本
品
開
嗣
棋
は
貨
に
印
皮
、
支
那
、
日
本
品
開
殺
を

綜
合
融
合
し
て
、
報
底
二
身
の
活
動
を
本
由
貿
法
身
本
有
の
カ
用
な
り
と
制

本
し
て
之
を
毒
量
本
仰
の
上
に
論
じ
給
へ
る
も
の
な
り
。

本
化
の
品
紙
製
を
事
ぷ
者
、
宗
胞
の
己
心
本
仰
を
以
っ
て
軍
本
健
開
法
身
と

解
す
る
勿
れ
、
と
れ
は
ζ

れ
一
大
事
な
り
。
関
白
沙
に
於
け
る
上
行
の
信

念
は
貨
に
宗
胞
の
報
身
備
の
貧
在
に
釘
す
る
絹
針
的
信
念
の
他
の
何
者
に

も
非
ず
何
止
な
れ
ば
田
平
施
法
身
は
上
行
差
遣
の
力
用
あ
る
に
由
な
け
れ
ば

な
り
。

宇
陀
那
院
日
輝
上
人
言
へ
る
る
り
「
終
文
本
行
を
言
ふ
は
別
し
で
報
身

正
慧
な
る
乙
と
を
切
さ
ん
が
故
な
り
」
と
、

ζ

の
言
葉
よ
く

f
k
味
ふ
べ

き
な
り
。
白
川
組
の
所
謂
己
心
本
品
開
、
己
心
穆
捻
等
と
は
、
毒
気
深
〈
入
日

て
本
心
を
失
び
、
三
途
の
業
火
に
附
・
吟
ぜ
る
京
婦
の
衆
生
に
針
し
で
す
ら

本
有
九
え
の
仰
種
あ
る
を
認
め
て
、
速
に
欲
怒
宇
煩
憐
を
断
ち
切
ワ
て
仰

の
使
と
な
り
、
大
法
輸
を
輔
じ
大
法
の
鼓
を
打
ち
久
遠
劫
来
不
断
に
総
領

す
る
如
来
の
慈
悲
化
遺
の
生
命
の
巾
に
入
ら
し
め
ん
止
す
る
も
の
、
換
寄

せ
ば
慈
光
照
無
量
、
議
命
保
…
数
劫
、
久
修
業
所
得
の
報
身
仰
は
今
な
ほ
ん

夫
行
者
の
九
え
心
玉
に
宿
り
て
衆
生
櫨
何
度
の
お
の
苦
行
は
永
劫
不
滅
な

U

と
れ
を
生
仰
一
体
、
即
身
成
備
と
申
す
な
り
。



凡
中
叫
ん
の
常
体
そ
の
ま
、
如
来
の
使
た
り
得
べ
き
、
か
込
る
鎗
き
本
有
の

曲
叩
性
を
ど
甘
し
乍
ら
之
を
悟
ら
ず
し
て
惑
越
に
沈
諭
せ
る
衆
生
に
速
に
笠
字

の
良
織
を
服
せ
し
め
て
断
迷
開
悟
、
本
血
施
本
有
の
三
身
を
成
就
せ
し
め
ん

と
す
る
宗
胞
の
大
機
大
悲
の
他
の
何
物
に
非
ざ
る
な
り
。

キ
リ
ス
ト
の
受
難
、
割
仲
迦
の
六
年
苦
行
、
我
等
が
先
制
の
N
b
難
弘
通
皆

と
れ
か

i
る
報
身
仰
の
慈
悲
熔
現
な

p
。
か
、
‘
る
報
身
仰
の
存
在
し
得
る

根
底
を
本
位
に
隠
し
、
我
が
此
の
本
地
の
裟
婆
世
界
に
之
を
求
む
る
。
之

宗
加
の
毒
量
本
仰
搬
な

p
o
放
に
法
然
、
親
驚
等
が
蜘
陀
報
身
の
伽
被
を

西
方
海
土
に
求
む
る
を
破
し
て
「
念
仰
無
関
」
と
言
ひ
・
往
生
思
想
に
一

大
受
曜
の
銭
槌
を
下
じ
玉
へ
る
な

P
。

か
〈
臼
凡
来
れ
ば
、
大
上
人
の
本
健
設
は
、
印
度
の
滅
罪
（
友
蹄
）
支
那

の
修
諮
始
副
賞
、
日
本
偽
教
の
軍
本
副
賞
乃
至
揃
陀
報
身
等
の
思
想
を
綜
合
融

合
し
て
本
門
番
最
口
聞
の
上
に
論
じ
た
る
、
時
代
の
最
高
思
潮
た
ら
ず
ん
ば

非
ず
。か

く
言
は
ピ
直
授
相
承
の
組
意
に
反
す
と
な
す
者
あ
ら
ん
も
断
じ
て
而

ら
ず
。
何
者
、
如
来
滅
後
三
千
有
品
開
半
、
飾
品
拭
思
想
の
嬰
選
、
更
に
庚
〈

。

。

。

は
金
世
界
に
於
け
る
宗
教
思
想
の
後
展
は
こ
れ
貨
に
肉
眼
に
見
え
ざ
る
報

0

0

 

身
仰
が
今
な
ほ
行
者
の
肉
体
に
・
情
。
て
、
未
砕
田
斬
殴
永
劫
に
繕
績
さ
る
L

衆
生
済
度
の
お
の
「
苦
行
法
」
の
後
暦
終
過
に
他
な
ら
ず
、
換
言
せ
ば
泡

古
山
重
m婚
に
縛
せ
ら
れ
た
る
衆
生
に
解
除
を
奥
へ
ん
岱
の
報
身
仰
の
「
苦

行
訟
の
第
溢
史
に
他
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

末
法
掲
世
を
救
ふ
ベ
〈
、
刀
杖
遠
流
、
折
伏
逝
化
、
血
涙
を
以
ワ
て
彩

ら
れ
た
る
六
十
銭
与
の
御
生
浩
、
凡
夫
と
し
て
の
日
慈
の
鐙
よ
く
す
る
所

卒
論
の
原
稿
を
租
闘
に
捧
げ
恩
師
に
謝
す

な
ら
ん
や
、
之
貨
に
妙
法
五
字
末
法
庚
布
の
錦
、
同
菅
川
現
の
滋
言
を
来

す
ペ
〈
、
最
愛
の
弟
子
を
刀
杖
遠
流
、
苦
難
の
中
に
投
げ
入
れ
た
る
如
来

の
怒
悲
活
動
が
厳
と
し
て
大
上
人
の
背
後
に
存
し
た
れ
ば
な
り
。

方
今
科
単
文
明
、
乃
至
凶
洋
＃
白
血
中
の
影
響
を
受
け
、
「
久
遠
は
単
な
る
限
設

な
り
」
と
な
し
（
白
川
議
沙
）
乃
豆
、
理
法
身
常
、
草
本
魔
法
身
常
・
と
蝿
押
す

る
上
古
、
中
古
天
ム
口
の
慈
弊
漸
く
萌
し
、
仰
使
上
行
と
し
て
末
法
の
附
を

救
ふ
べ
〈
身
命
を
隠
し
て
精
愁

L
給
ひ
し
大
上
人
の
御
禦
慧
は
持
に
忘
れ

ら
れ
ん
と
す
。

然
る
に
翻
山
の
た
挙
二
一
ヶ
年
、
喜
ば
し
い
哉
、
大
上
人
の
御
魂
は
法
悦
経

史
の
中
に
在
P
て
躍
如
た
り
、
之
を
M

押
し
て
余
涙
糟
然
た
り
。
よ
り
て
捌

略
し
て
余
の
所
信
を
附
記
し
、
論
文
の
内
容
と
な

L
、
叉
卒
業
後
の
信
行

の
方
軌
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
、
余
の
浅
率
、
も
と
よ
り
啓
蒙
に
伐
に
非
ず
。

た
ピ
岡
山
ふ
、
我
が
楓
山
墜
院
に
大
迫
人
の
塑
慈
を
奉
じ
断
乎
た
る
信
念

奪
末
も
闘
円
、
る
ζ

と
な
く
「
小
棋
の
教
は
自
力
修
諮
の
致
、
震
大
の
教
は

他
力
仰
乗
の
教
」
の
列
に
立
ち
、
普
〈
自
他
の
法
相
亭
－
隠
史
に

M
L
て
組

織
体
系
づ
け
、
市
川
組
の
致
事
を
し
て
本
化
別
会
な
る
所
以
を
設
〈
入
あ
る

事
を
人
宇
否
字
。

「
経
文
本
行
を
言
ふ
は
何
故
ぞ
、
別
し
て
報
b
E
意
な
る
事
を
切
さ
ん
が

銭
な
り
」
と
、
先
生
の
経
史
を
斧
し
今
父
、
師
陣
帥
の
報
身
正
意
の
文
を
制
押

し
天
台
の
別
在
報
身
の
文
を
M

押
す
、
余
の
信
念
は
断
キ
乎
し
て
確
立
せ
担

論
文
の
意
趣
貨
に
蕊
に
在

P
、
今
稿
特
に
成
ら
ん
と
し
て
忽
然
と
し
て
父

の
赴
に
接
す
、
憶
悲
し
い
哉
。

願
れ
ば
十
半
前
、
予
不
治
の
病
に
附
吟

i
横
臥
数
年
、
父
母
の
骨
身
を



卒
論
の
原
稿
を

mMに
捧
げ
恩
師
に
謝
す

惜
し
ま
ざ
る
看
護
と
不
惜
身
命
の
法
整
信
仰
、
往
復
五
患
の
山
路
を
千
日

間
素
足
に
て
日
参
し
た
る
父
母
の
慈
震
の
御
蔭
に
て
、
幸
に
綜
生
す
る
ζ

と
を
待
た

p
o
今
日
出
家
し
行
与
に
精
議
す
る
と
と
、
皆
父
母
の
慈
愛
の

賜
物
な
り
。
此
の
大
級
如
何
で
か
忘
る
べ
き
。
皐
院
入
血
中
の
日
よ
り
今
日

迄
肌
印
刷
に
素
足
に
で
日
参
ナ
る
も
、
亦
父
母
の
尽
を
忘
れ
ざ
ら
ん
が
伐
な

o
 

m
H
M
 岡

山
ひ
起
す
今
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
の
佳
辰
、
積
一
事
敏
犬
、
寒
気
肌
を

刺
す
午
前
三
時
、
例
の
如
〈
床
を
蹴
ツ
て
起
き
、
西
谷
の
清
流
に
身
を
前

め
、
素
足
に
て
臼
雲
を
踏
み
、
組
出
刷
に
詣
で
、
主
心
に
嶋
へ
悲
・
る
玄
魁
三

週
、
日
阻
を
返
し
て
朝
顔
鉢
の
水
を
汲
み
て
戴
か
ん
と
す
る
に
杓
の
首
は
た

と
地
に
洛
ち
た

H
、
次
い
で
下
駄
を
履
き
、
石
段
を
降
り
ん
と
す
る
に
絡

忽
ち
切
れ
た
り
。
気
に
も
止
め
ざ
P
し
に
梨
十
二
日
、

χ
出
朗
参
の
隠
怠
昨

日
の
一
ゐ
段
第
一
一
段
臼
に
於
て
下
駄
の
絡
再
び
切
れ
た
り
。
不
吉
の
先
兆
な

る
か
と
案
じ
厨
り
た

P
し
に
、
そ
の
日
午
後
妹
よ

P
通
信
あ
り
「
父
約
重

し
」
と
、
乃
、
愈
キ
信
心
を
磁
盛
に
し
て
「
父
の
病
軽
か
れ
」
主
刷
前
に

祈
願
を
絡
げ
し
が
、
赤
誠
を
と
む
る
同
越
山
り
功
徳
、
幸
に
宇
年
間
露
命
を

端
銭
し
制
作
た
る
も
の
か
、
七
月
九
日
「
チ
、
キ
ト
夕
、
キ
ヨ
ウ
カ
タ
ピ
ラ

ジ
サ
シ
キ
セ
イ
包
ヨ
」
の
電
報
砕
一
受
け
と
れ

p
o
反
る
も
の
も
坂
り
敢
へ

ず
汽
平
に
飛
び
来
P
翌
朝
叫
引
が
家
へ
脱
せ
ワ
く
れ
ば
父
は
既
に
鉱
紘
の
中

に
花
P
、
俊
し
恥
り
し
父
の
魂
は
永
遠
に
世
を
去
り
去
へ
担
、
悲
し
い
哉
。

関
付
ば
逝
去
の
前
日
、
病
床
に
あ
り
て
母
に
言
ふ
ょ
う
「
依
賓
塔
へ
参

詣
し
御
水
を
受
け
来
れ
」
と
、
乃
母
、
小
瓶
を
携
へ
て
由
貿
塔
山
へ
お
で
斧

殿
に
登
れ
ば
、
御
貸
前
に
、
日
八
畿
内
白
本
醐
眠
、
燭
台
の
上
に
料
相
ぜ
ら
れ
る

VLJ 

り
、
コ
一
十
品
開
一
括
の
参
籍
者
は
山
主
上
人
止
共
に
自
我
偽
訴
前
の
最
巾
な

P

き
。
讃
相
戯
曲
P
っ
て
、
側
の
母
に
申
さ
る
、
、
は
「
身
延
よ
目
蛍
病
平
癒
祈
願

の
依
願
あ
り

L
故
に
、
毎
日
か
く
は
参
籍
者
正
共
に
祈
念
し
車
中
る
な
り
」
在

言
未
だ
終
ら
さ
る
に
不
思
議
や
夙
な
く
し
で
醐
副
知
の
火
自
然
に
消
え
た
り

母
は
不
吉
な
る
よ
と
案
じ
っ
、
持
び
熔
川
引
を
駄
じ
、
師
に
謝
意
を
表
し
て

山
を
僻
し
、
父
に
御
水
を
奨
め
し
に
、
父
再
び
て
議
〈
瓶
の
御
水
を
戴
き

「
低
投
が
約
癒
え
た
Ud
」
と
。
か
く
て
政
目
し
て
途
に
一
丹
び
聞
か
ず
翌
九

日
午
後
問
時
前
議
き
て
燈
の
消
ゆ
る
が
如
く
安
ら
か
に
永
眠
せ
り
と
。

忠
へ
ば
b
T
年
前
、
紀
元
節
の
伶
反
、
組
闘
前
、
相
訪
中
に
起
り
し
先
兆
と

日
親
上
人
血
染
の
岩
の
大
由
貿
熔
の
前
に
消
え
行
〈
一
一
本
の
燈
火
、
強
、
身

佳
山
・
9

・
、
費
搭
山
と
、
而
し
て
佐
賀
山
貸
家
と
、
互
に
遠
〈
離
れ
て
幾
百
虫

然
れ
ど
も
、
血
・
と
肉
と
を
分
ワ
親
子
の
問
に
泊
ふ
魂
塊
の
一
良
一
日
信
、
象
風
身

を
切
る
延
山
の
冬
、
午
前
一
一
一
時
、
降
り
し
き
る
積
雪
三
尺
の
上
を
、
素
え

に
て
日
参
す
る
御
廟
の
前
、
非
生
羽
生
非
滅
説
減
、
而
貨
不
減
度
、
常
住

此
訟
法
的
我
組
日
蓮
大
上
人
、
今
法
に
在
っ
て
感
臨
ま
し
ま
せ
し
か
、
忘

れ
ら
れ
ず
、
御
立
港
前
の
石
段
忽
ち
切
る
、
下
駄
の
組
問
再
一
ニ
。
忽
ち
折
る

、
利
敵
鉢
の
杓
の
柄
、
そ
の
日
午
後
受
以
る
妹
よ

P
の
通
信
、
「
父

tm重

し
」
賓
絡
め
前
に
泊
ゆ
る
二
本
の
燭
火
。
こ
れ
貨
に
大
上
人
の
御
魂
鳴
の

永
劫
不
滅
を
信
ず
る
者
の
み
に
許
さ
る
、
感
臆
の
際
問
な
り
。

曾
っ
て
二
十
年
前
、
父
は
締
家
の
信
徒
な
り
き
、
市
し
で
品
川
内
法
華
僑

仰
に
お
し
て
凡
ゆ
る
四
時
四
百
暴
言
を
敢
へ
で
し
た
り
し
が
、
あ
る
白
（
A
引
が

小
牟
ス
年
の
切
B

己
記
憶
す
υ
母
は
本
妙
寺
清
正
公
の
御
前
へ
参
詑
し
、
夜

賀
け
て
師
宅
し
床
に
就
ぐ
前
に
仰
視
に
鯵
切
を
供
へ
、
誇
量
um
一
傘
讃
論



し
車
中
ら
ん
と
て
総
本
を
取
り
問
せ
し
に
、
父
は
矢
阪
に
「
夜
更
け
て
喧
し
」

E
て
総
本
を
奪
ひ
取
り
破
り
捨
て
ん
と
す
、
母
一
氏
〈
「
裂
き
給
へ
、
疾
〈

副
訳
書
給
へ
、
隼
き
法
華
経
に
敵
針
し
、
若
し
と
の
総
本
裂
け
な
ば
そ
の
結

果
如
何
に
成
り
行
〈
か
を
見
る
べ
き
の
み
」
と
。
然
る
に
感
不
思
議
な
る

哉
、
父
の
怒
り
狂
へ
る
手
の
カ
も
て
途
に
総
本
を
裂
く
と
と
能
は
ず
、
墨

の
上
に
投
げ
づ
け
て
踏
み
に
仁
る
。
時
に
午
前
一
時
頃
な
り
き
、
翌
日
父

は
幼
年
血
中
校
の
寄
務
室
に
て
最
品
問
三
枚
を
抜
き
取
れ
り
。
賜
宅
後
、
肉
血

止
ま
ず
、
母
は
案
じ
て
回
世
師
を
招
か
ん

k
願
ひ
し
も
、
父
は
「
尚
血
は
ず

P
、
止
る
由
寧
躍
の
言
ひ
け
れ
ば
｝
と
て
、
迭
に
間
関
川
を
呼
ぱ
ず
。
余
子
供

心
に
父
の
出
血
を
案
じ
っ
ミ
位
棋
に
就
き
し
が
、
突
然
母
、
予
の
枕
下
に
来

り
て
「
起
き
よ
、
父
上
既
に
息
切
れ
給
へ
り
」
と
。
驚
き
起
き
出
で
見
れ

ば
、
父
は
出
血
彩
し
〈
、
貧
血
の
銭
か
、
既
に
息
紛
え
脈
も
止
れ
り
。
母

も
兄
も
、
た
ピ
按
然
枕
下
に
坐
し
て
死
に
行
く
父
の
献
を
見
守
る
の
み
、

や
が
て
気
を
取

p
直
し
て
野
師
を
呼
ぴ
に
走
目
し
も
、
如
何
に
せ
ん
、
監

怖
の
来

p
し
は
約
二
時
間
の
後
に

L
て
、
な
－
す
べ
き
す
ベ
も
有
ら
ざ

P
き
。

回
山
へ
ば
昨
夜
、
午
前
一
時
、
心
入
が
法
撃
の
根
本
を
破
り
総
て
ん
と
し
て

果
さ
ず
昼
の
上
に
投
げ
つ
け
て
路
み
に
じ
り
し

Z

P
、
僅
か
に
二
十
同
時

間
後
、
時
も
時
間
じ
〈
午
前
一
時
、
父
の
息
絶
え
ん
と
は
誰
か
謙
恕
す
る

も
の
ぞ
。

獄
、
然
る
に
こ
、
に
一
大
奇
蹟
は
起
れ

P
。
品
ゆ
が
、
死
守
る
父
の
耳
下

に
U
寄
せ
て
「
父
上
ょ
、
忘
れ
給
ふ
な
、
法
華
経
の
信
仰
に
敵
針
す
る
と

き
は
常
に
か
〈
厳
罰
あ
る
こ
と
を
、

9

我
慈
し
か
り
き
、
紋
し
給
へ
u
q

と

惑
に
四
悔
し
て
後
生
に
は
立
汲
な
る
法
禁
解
の
行
者
ー
と
な
り
、
如
来
の
御

卒
論
の
照
縞
佐
和
剰
に
捧
げ
恩
師
に
謝
す

使
と
な
り
て
阜
県
生
梼
皮
の
伐
に
此
の
世
に
来

P
給
へ
」
と
て
静
か
に
父
の

耳
下
に
口
あ
一
て
、
ゐ
御
題
目
を
唱
へ
米
る
に
、
臆
不
思
議
な
る
哉
、
死
せ
る

父
は
俄
然
息
吹
き
返
し
、
微
か
に
「
我
殻
て
り
、
赦
し
給
へ
、
今
日
よ
り

は
我
必
ず
大
型
人
の
檀
越
と
な
る
ベ
し
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
在
、
こ
の

と
き
初
め
て
父
の
口
よ
り
題
目
の
整
法

P
闘
で
た
り
。
そ
の
と
き
母
は
言

ひ
に
け
。

P
之
必
ず
紳
品
開
の
加
護
に
よ
る
、
何
色
な
れ
ば
昨
夜
父
上
蜘
脚
本

を
裂
か
ん
と
し
で
迭
に
裂
け
ず
、

ζ

れ
必
ず
未
だ
神
仰
に
見
放
さ
れ
ざ
る

詮
擦
な
り
し
な
り
と
。
枕
漫
に
坐
し
府
た
る
陪
宵
削
川
も
品
開
り
の
不
思
議
に
た

ピ
驚
〈
の
み
に
し
て
、
母
が
唱
ふ
る
韓
却
に
和
し
て
共
に
題
目
を
鳴
へ
て
合

掌
せ
り
。

と
の
ζ

と
あ
り
て
よ
り
父
は
一
一
捜
し
て
法
華
経
の
熱
烈
な
る
信
者
と
な

り
ぬ
、
爾
来
二
十
有
品
開
年
な
bd
。

余
叉
約
縁
あ
り
て
父
母
の
許
し
を
紗
て
出
家
し
、
円
蓮
大
翠
人
の
門
下

と
な
れ

p
c
延
山
の
究
率
三
ヶ
年
、
卒
論
の
稿
成

P
、
卒
業
の
日
も
目
前

に
夜
目
、
雨
親
の
宣
口
び
ゃ
如
何
ば
か
り
ぞ
と
忠
ひ
居
た

p
し
に
今
忽
然
と

し
て
父
の
死
に
遭
ふ
、
悲
し
い
哉
。
さ
は
さ
り
乍
ら
、
思
へ
ば
父
は
二
十

年
前
、
向
の
手
術
を
な
せ
し
、
あ
の
日
あ
の
晩
、
既
に
世
を
去
り
し
蝕
な

明
。
而
も
今
日
迄
生
吉
永
ら
へ
た
る
こ
と
、
偏
へ
に
と
れ
母
が
報
恩
の
伐

に
明
へ
未
聞

J

し
御
題
目
の
功
徳
に
よ
る
。
終
に
訟
い
て
「
料
品
岨
力
故
榊
盆

議
A
叩」

k
い
へ
る
は
と
れ
な
り
。

今
父
の
遺
骨
を
持
し
延
山
に
時
へ
り
、
組
胸
に
観
音
決
文
新
な
る
も
の

あ
り
。
さ
れ

y
－
吾
歎
か
じ
。

大
上
人
の
御
魂
は
今
な
ほ
生
き
て
蕊
に
ま
し
ま
せ
り
。
父
の
震
も
亦
蕊

一
二
二
五



d思

..s、

~ 

に

ま

に
在
P
、
我
今
日
以
後
一
切
の
欲
思
煩
悩
を
打
ち
捨
て
、
ミ
枇
品
開
凶
家
の

お
に
悲
し
、
田
県
貨
の
働
弟
子
と
な

P
、
法
輸
を
鱒
じ
法
の
鼓
を
打
ち
、
訴

件
止
に
導
い
て
妙
法
蓮
華
の
船
に
乗
じ
、
速
に
断
迷
倒
悟
離
音
符
融
市
、
寂
光

弘
都
に
到
ら
し
め
、
此
の
功
徳
を
以
ワ
て
今
は
な
き
滋
父
の
僻
地
位
に
回
向

せ
ん
、

ζ

れ
良
質
の
大
孝
、
良
貨
の
報
慰
謝
徳
な

p
o

凹
aじ山

ム

l 

ま

巾
皐
を
を
出
て
、
例
数
も
法
草
加
慨
も
一
寸
も
知
ら
な
か
っ
た
人
間
が
、

身
延
で
三
年
間
、
と
も
か
く
此
の
事
に
ワ
い
て
研
究
を
し
て
見
て
、
果
し

て
ぞ
う
い
ふ
牧
獲
が
あ
っ
た
の
だ
ら
う
か
。
今
日
の
時
勢
に
於
い
て
、
自

分
の
職
業
と
し
て
悌
歓
を
選
ぶ
と
一
五
ふ
事
は
、
一
ワ
の
冒
険
で
ピ
も
あ
る
。

偽
教
は
今
日
の
文
化
の
主
流
を
お
し
て
は
ゐ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
此
れ

に
顧
ワ
て
一
生
を
幕
さ
う
と
一
五
ふ
に
は
、
何
か
の
傾
値
を
認
め
た
上
で
の

事
で
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て
、
卒
業
を
ひ
か
え
た
今
、

反
省
し
て
見
る
事
も
ワ
ま
ら
な
い
事
で
は
な
い
。
然
し
、
私
は
突
然
に
、

「
炊
事
終
の
良
県
如
何
」
等
と
い
ふ
問
を
関
さ
れ
て
も
、
滞
日
必
に
良
心
的

な
答
へ
を
す
る
事
が
由
来
な
い
。
も
し
私
に
、
何
か
此
鹿
に
書
〈
事
が
出

来
る
と
す
れ
ば
、
漠
然
と
し
た
感
じ
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
し
ま
ふ
で
る

ら
う
。

一一一一一一ノ

願
は
〈
ば
我
胤
大
上
人
反
照
…
救
護
を
謡
一
れ
、
某
出
家
沙
門
の
願
行
を
成

就
せ
し
め
給
へ
。

卒
論
の
縞
を
組
制
の
御
前
に
絡
げ
恩
師
酬
に
謝
し
、
亡
父
の
鐙
前
に
供
へ

て
所
感
を
越
ぷ
。
（
高
3
）

（
白
河

U

武

波

芳

正

私
建
が
今
撃
ん
で
ゐ
る
事
は
、
皆
経
典
を
本
に
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
今

迄
手
に
取
っ
た
事
さ
え
な
か
っ
た
続
典
を
、
と
も
か
く
倒
れ
て
見
る
事
だ

け
で
も
し
た
の
で
あ
る
。
経
典
は
そ
れ
自
身
哲
皐
を
設
い
た
も
の
と
し
て

も
、
徐

P
に
も
文
率
的
で
あ
る
。
抑
梓
館
の
設
訟
を
書
い
た
と
し
て
も
、
数

人
の
文
章
家
に
よ
っ
て
美
し
〈
飾
ら
れ
て
ゐ
る
。
女
単
作
品
と
し
て
此
等

の
も
の
を
見
た
時
、
ど
ん
な
位
置
に
あ
る
も
の
か
と
一
五
ふ
事
は
一
寸
一
五
へ

な
い
。
文
血
中
は
文
与
に
し
て
も
、
徐
り
に
も
国
民
を

m併
す
る
に
は
困
難
な

文
筆
で
あ
る
。

経
典
は
多
く
、
経
品
川
ザ
Br－
弟
子
と
の
問
答
で
あ
る
。
私
建
が
此
の
纏
典
を

研
究
す
る
時
に
は
、
呆
し
て

n分
が
弟
子
の
立
場
に
立
っ
て
稗
命
よ
り
の

答
を
受
け
て
哲
裂
を
m
m
解
し
T

行
く
の
か
、
或
は
担
梓
仙
時
と
弟
子
と
を
此
方

か
ら
客
観
的
に
見
て
、
双
方
の
附
に
取
交
さ
れ
る
言
葉
を

E

綜
合
し
て
研
究


